
最新刊の内容（vol.29　2021年５月発行）
●新装置導入で放射線治療がより充実
　増築した放射線治療棟では、４月より高精度放射線治
療装置「TrueBeam（トゥルービーム）」が稼働開始しま
した。
●リレーコラム：宮内義浩院長補佐、小林康祐院長補佐
●医療最前線「〜時間との闘い〜急性期脳
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梗
こう

塞
そく

治療の最
前線」：脳神経外科　大屋滋医師、鈴木孝典医師
　脳卒中専門医の２人が、病気の症状や「時間の重要性」
が意味するところ、急性期（発症後間もない時期）に当院
で行われている脳神経外科領域の最新治療などについて
解説しています。
●やさしい医学講座「Ｑ：病院で色々な種類の画像検査
を受けますが、何が違うのですか？」：放射線科（診断
部門）　山田浩文医師
●かかりつけ歯科医を持ちましょう：はしま歯科クリ
ニック（旭市）　橋間丈朋先生
●健康ノート「骨

こつ

粗
そ

鬆
しょう

症について〜その１〜」：整形外科
杉山宏医師
●新型コロナウイルス感染予防対策への協力のお願い

地域向け広報誌「こんにちは」は
インターネットでも見ることができます

　地域向け広報誌「こんにち
は」では、当院で行われている
診療の紹介や、健康増進・病
気予防に関するアドバイス、
連携医療機関のインタビュー
などを掲載しています。
　冊子を院内に配置している

ほか、内容は病院
ホームページか
らも見ることが
できます。

　旭市子育て世代包括支援センターでは、妊娠から出
産・子育てまで、お母さんやお子さんの成長に合わせ
て相談支援を行っています。お気軽にご相談ください。
市役所内に専用窓口を開設
　市役所２階の専用コーナーで、保健師や助産師が子
育てに関する相談に対応します。
母子健康手帳の交付場所を変更しました
　保健センターで行っていた母子健康手帳の交付につ
いて、場所を市役所に変更しました。妊娠届を出され
た際は、ゆっくり時間をかけてお話を伺います。妊娠や
少し先の子育てについて、一緒に考えていきましょう。
４月１日より「産後ケア事業」を開始しました
　「周囲に産後の子育てを手伝ってくれる人がいない」
「自宅に戻ってからの子育てに不安を感じる」「自信が
持てない」などの悩みがある、産後２か月までのお母
さんと赤ちゃんをサポートする事業です。
ケアの内容
　医療機関や助産院に宿泊し、助産師などがお母さん

や赤ちゃんの状況に応じて以下のケアを提供します。
◦出産後の体調回復のためのケアや指導
◦適切な授乳方法の指導
◦育児での困りごと（沐

もく

浴
よく

、夜泣きなど）の相談など
利用料
１泊２日の場合、無料〜20,000円
※世帯区分や利用する施設によって異なります。
利用日数
１回の出産につき７日まで
申し込み方法
　旭市子育て世代包括支援センターへ相談してくださ
い。利用には事前の審査が必要となりますので、日数
に余裕を持って連絡してください。妊娠中からの相談
も可能です。

問い合わせ・相談先
旭市子育て世代包括支援センター（市役所２階多目的
ホール）　☎74-7102

これからお母さんになる方や
子育て中のご家族を応援します

健康ワンポイントアドバイス

https://www.hospital.asahi.chiba.jp/
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